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平成21年度パーフルオロオクタン酸（PFOA）に係る水質調査結果について 
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 パーフルオロオクタン酸（PFOA）について、神崎川水域及びその周辺の井戸において平成21年度の水質調査を実施
しましたので、その概要をお知らせします。 

１．概要 

本調査は、神崎川水域及びその周辺の井戸においてPFOAが高濃度に検出されたことから、平成19年度より毎年実
施しているものであり、今回は３年目となります。 
 今回の河川水質の調査結果は、別表に示すとおり、昨年度の調査結果に比べ高い値となっていました。また、地下水
質の調査結果は、同表に示すとおり、昨年度までの調査結果と概ね同様の値となっていました。 
 環境省が平成20年2月にとりまとめた環境リスク初期評価において、PFOAについては「リスクの判定はできないが、総
合的に考えて、関連情報の収集が必要」との結果が示されており、現時点で健康リスクは確認されていません。 
今後とも引き続き、神崎川水域において河川水質、地下水質の調査を行います。また、同流域でPFOAを取り扱うふっ
素樹脂メーカー（ダイキン工業株式会社）が平成24年に向けて全廃するとしていることから、この自主的取組の状況を
把握していきます。 

２．神崎川水域の河川水質調査結果 

（１）調査方法 

（２）調査結果        

  

３．地下水の調査結果 

（１）調査方法 

（２）調査結果 

※パーフルオロオクタン酸（PFOA）について 

l ふっ素を含む有機化合物の一種で、ふっ素樹脂製造時の反応の補助剤として使用されるため、ふっ素樹脂に不
純物として含まれるとともに、製造工場の排水に含まれています。 

○調査地点安威川 安威川流域下水道中央水みらいセンター放流地点（別図の地点１） 
安威川 新京阪橋（別図の地点２） 
神崎川 新三国橋（別図の地点３）

○調査日 平成21年8月5日（水）（試料採取日）

○分析機関大阪府環境農林水産総合研究所

調査地点 結果

安威川流域下水道中央水みらいセンター放流地点 7.5 マイクロg/L

新京阪橋 3.3 マイクロg/L

新三国橋 1.0 マイクロg/L

○調査地点 摂津市南別府地区の井戸（別図の地点４） 
摂津市一津屋地区の井戸（別図の地点５）

○調査日、分析機関河川水質調査に同じ

調査地点 結果

摂津市南別府地区の井戸 20 マイクロg/L

摂津市一津屋地区の井戸 28 マイクロg/L
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添付資料 

l （別表）PFOA調査結果（PDF形式 12KB）  
l （別表）PFOA調査地点図（PDF形式 19KB）  
l （別表）PFOA調査結果（EXCEL形式 36KB）  
l （別表）PFOA調査地点図（WORD形式 37KB）  

  ＊ふっ素樹脂の用途・・・フライパン・炊飯ジャー等のコーティング、配管チューブなど  
l 極めて安定な化合物であるため、環境中で分解しにくく、人間の血液中や野生生物からも検出されています。  
l 動物実験で肝臓毒性や発達への影響、発がんとの関連などが指摘されていますが、人体への毒性は明らかにな
っていません。  

l PFOAの規制については、日本では製造数量、輸入数量の届出が義務付けられていますが、欧州においては使
用等の制限はありません。また、POPs条約においても規制対象になっていません。   

《参考》 

l パーフルオロオクタン酸（PFOA）の規制の状況について 

¡ 日本においては、2002年に化審法（化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律）で第二種監視化学
物質に指定され、製造数量・輸入数量等の届出が義務付けられております。  

¡ 有害物質の製造・輸出入・使用等を国際的に規制する「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約
（POPs条約）」では、現在は規制対象物質になっておりません。  

¡ 欧州において、PFOAに係る販売・使用は、現在は制限されておりません。  
¡ 米国においては、米国環境保護庁（EPA）が「2010／15 PFOAスチュワードシッププログラム（PFOA管理責
任プログラム）」を提起しました。 
このプログラムは、ふっ素樹脂メーカーがPFOAの環境への排出削減と製品中の含有量の低減に自主的に
取り組むものです。  

¡ 世界のふっ素樹脂メーカー８社は、2006年、米国環境保護庁（EPA）との間で上記の「PFOA管理計画」に合
意しました。 
この計画では、PFOAの排出量及び製品中の含有量を、2010年までに95％削減（対2000年比）し、2015年ま
でに全廃することを目標とする自主的取り組みを進めることになっています。  

¡ ダイキン工業株式会社（摂津市）は、PFOA管理計画に参画し、2010年の目標を1年早めて2009年には95％
を削減し、2015年の目標を3年前倒しして2012年には全廃することとしています。  

   
l 本調査について（これまでの経緯） 

¡ 平成19年8月31日 
「パーフルオロオクタン酸（PFOA）及びパーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）に係る河川等の調査結果
について」 

¡ 平成19年12月26日 
「神崎川水域におけるパーフルオロオクタン酸（PFOA）等に係る水質調査結果等について」 

¡ 平成20年3月3日 
「パーフルオロオクタン酸（PFOA）に係る地下水質調査結果等について」 

¡ 平成20年11月19日 
「パーフルオロオクタン酸（PFOA）に係る水質調査結果等について」 

（調査地点）大阪府域の河川13地点、海域3地点及び地下水（井戸）5地点

（調査結果） l 全ての地点でPFOAとPFOSが検出  
l 特に神崎川水域の河川水中のPFOAが比較的高濃度で検出 

（調査地点） 神崎川水域の河川14地点及び地下水（井戸）5地点

（調査結果） l 河川においては、安威川流域下水道中央水みらいセンター放流水の合流地点より下流
の水域で高濃度を検出  

l 地下水（井戸）において高濃度を示す地点が判明  

（調査地点） 神崎川水域周辺の地下水（井戸）13地点

（調査結果）地下水流の上流側の北方向の地点では比較的濃度が低く、東北東及び南西の方向に比較
的高い濃度分布をしていることが判明

（調査地点） 神崎川水域の河川5地点及び地下水（井戸）2地点

（調査結果）河川・地下水ともにPFOA濃度は低減傾向にあることが判明


